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植民地台湾における漁場秩序の再編について
―植民地期初期基隆庁下のテングサ漁場の事例から―



日本が植民地台湾で「発見」した資源の一つにテング
サがある。このテングサに惹かれ、植民地台湾のテングサ
漁場には日本本土の人々、沖縄の人々が集い、漁を営み
テングサを商っていた。当然のことながら、そこには日本
が台湾を植民地化する前から台湾の人々が暮らし、漁を
営んでいた。
では、台湾のテングサ漁場にはどのような漁場秩序が
存在していたのだろうか。また、台湾、日本、沖縄の人々が
集うこととなった植民地台湾のテングサ漁場には、どのよ
うな漁場秩序が存在したのだろうか。この点について調
べてきた成果を報告する。
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